
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
      
 
 
 
 
 

2 月 4 日「山手っ子図工展」が開かれ、 
子ども達の作品を見ることができました。 
いつも楽しみにしているなかよしクラスの作品は 
きれいに色が塗られ生き 
生きとした作品に目を楽 
しませて貰いました。 

AFC やまては、多様性を尊重する、やさしく 
あたたかい社会の担い手を、育んでいきたいと 
考えています。（渉外担当） 
 
 
 

      
 

間もなく新一年生の登校デビューとなります。 
保護者の方は、若干の心配を抱えつつ、我が子の 

入学を心待ちにしている事と思います。 
我々スクールガードも心待ちにしていますが 

現状の見守り活動のメンバーは大半が 
高齢者で、一人、二人とリタイヤされて 
きているのが現状です。 
山手小は県下で上位の 

マンモス校となりましたが、見守り活動は 
逆に弱体化の傾向です。 
協力頂ける方は、まちづくり協議会 

事務局にお尋ね願います。（771-7947） 
 
 

 

 卒業生を送りだし、もうすぐ入学式となり新年度がスタートします。今年度の卒業生は２１１名、
新年度の一年生は１７０名、全児童数１,２０８名と県下ではマンモス校に位置しております。 
今号は、学校，保護者，スクールガードの方にそれぞれの立場での近況，     （2/7 時点） 

取り組みなどについて語っていただきました。     
  
 

山手小）東門前の横断歩道に 
立っていますが、人も車も多くなり 

「今日も事故が無い事を願いつつ見守り 
活動をやっています。 

   毎朝、元気な挨拶をしてくれてありがとう。 
歩道に大勢立っていると、歩道を 
通る中学生や通行人が、危険を 
感じながら通行しています。 

道路から１ｍ離れて信号待ちしてね。 
      みんなもその方が安全だからね。 
 
 
 

道行く人が皆、マスクを着用するようになって 3 年が経ちました。以前に比べて 
多少は制限が緩和されたとはいえ、不便を感じる状況はまだ続いています。 
そのような中、スクールガードの方々をはじめ、地域の方々には日頃から大変 

お世話になっています。心より感謝申し上げます。一日も早く、満面の笑顔で 
スクールガードの方々と挨拶をかわせる日が来ることを願ってやみません。 
今日も一日、よろしくお願いいたします。 

昨年、小学校 PTA から「AFC やまて」に 
名称変更し、子ども達を最優先する組織 

へと生まれ変わって、もうすぐ 1 年になります。 
AFC の語源「all for children」のとおり 

大人の事情や悪しき慣習などによって 
子ども達の安全や活躍の場が犠牲になることの 
無いように、新年度も活動していきたいと 
考えております。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

 

（保護者）

 

昨年終業式間近に、見守りに立っていると「いつもありが 
とうございます。」と言って、二年生の女の子から右の絵の 
ような“ありがとうメッセージ”をもらいました。 
「いつも元気に、あいさつしてくれているおかげで 
わたしたちも元気にあいさつできるようになりました。」 
などと書かれていました。こんな時がスクールガードを 
やっていて良かったという瞬間です。 
 

 

青色防犯パトロールに、 

教頭先生，園長先生も乗車して 

いただき、地域の通学/通園路を 

回っていただきました。 

下校時の子どもたちに会って 

子どもたちも手を振って 

応えてくれました。 

 

 

・トイレ     
・家の鍵忘れ（紛失） ・転んで擦過傷  ・体調不良   
・雨の日の登下校（傘が壊れ開かない）    ・学校に忘れ物 

裏面へ 

～地域の子どもは地域で守る～ 令和５年３月１３日発行 

 

 

スクールガード山手小学校区 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各校区のスクールガードでは、新しい仲間を募っています。 

関心をお持ちいただいた方は、お住いの地域の小学校または青少年教育担当ま

で、気軽にご相談ください。 

明石市教育委員会事務局 教育企画室 青少年教育担当 ☎078-918-5057 

 

 

 

明石市教育委員会事務局 青少年教育課 ☎０７８－９１８－５０５７ 

 明石市では、学校、家庭、地域が連携して子どもの安全を守る取り組みを

進めています。 

（主な取り組み） 

１ まち探検の授業等で「こども１１０番の家」の 

場所確認等を実施しています。 

２ 教職員を対象とした防犯訓練を市内各小学校・ 

幼稚園・養護学校等で実施しています。 

３ 子どもが「自分の身は自分で守る」自己防衛・防犯意識の向上を目指し、

小学校低学年児童・幼稚園児を対象とした防犯教室を実施しております。   

  

   

子どもの安全を守る取り組みについて 

 

 

「あいさつ」は地域防犯の大きな力です。通学路では、子どもたちと

スクールガードが活発にあいさつを交わしています。子どもたちだけで

なく保護者や地域のみなさまも「あいさつ」にご協力をお願いします。 

 また、毎年新学期に『子どもの安全パンフレット』を配付しています。 

子どもたちと安全について話す機会にご活用ください。 

 

 子どもの安全パンフレット 

 

「おれんじキャップ」を着用した人がたくさんいる

ことが、犯罪の大きな抑止力になります。今後とも子

どもの見守り活動にご協力くださいますようお願いし

ます。 

 

 

 

 

 「こども１１０番の家」は、子どもたちが登下校や帰宅後の外出途上で困った

ときに駆け込める場所として設置しており、市内でおよそ 2,400 軒の家や事業所

に登録していただいています。 

   教育委員会では、現在、「こども１１０番の家」の趣旨に賛同し協力していただ

く方を募集しています。また、破損や色あせしたプレートは、新しいプレートと交

換しますので、青少年教育担当、または近くの中学校（地区青少年愛護協議会事務

局）までご連絡ください。 

ごご協協力力おお願願いいししまますす   

 

 

  

保護者のみなさま・地域のみなさまには、子ども自身が「自分の身は自

分で守る」意識を高めるため、「身近にあるこども１１０番の家の確認」

や「防犯ブザーの作動点検」など、子どもの安全を守る取り 

組みについて、引き続きご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 

 


